
 

船舶事故調査報告書 

令和３年３月２４日 

   運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和２年２月９日 ０５時３６分ごろ 

発生場所 京浜港横浜区Ｙ１錨地 

 横浜大黒防波堤東灯台から真方位１６０°１.３５海里付近 

 （概位 北緯３５°２６.１′ 東経１３９°４３.０′） 

事故の概要 貨物船ALICIA
ア リ シ ア

8 は、投錨作業中に圧流され、錨泊中の貨物船KOBARID
コ バ リ ー ド

に衝突した。 

事故調査の経過 令和２年２月１３日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 KOBARID（パナマ共和国籍）、８,７１８トン 

   ９５８９５７８（ＩＭＯ番号）、CYBELE SHIPPING,S.A 

Ｂ 貨物船 ALICIA8（パナマ共和国籍）、８,６５７トン 

９４０３７９８（ＩＭＯ番号）、ALICIA EIGHT S.A 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（ミャンマー連邦共和国籍）、免状不詳 

Ｂ 船長Ｂ（中華人民共和国籍）、免状不詳 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首ブルワークに擦過傷 

Ｂ 右舷中央部外板に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ５、視界 良好 

海象：波高 ０.６ｍ 

本事故当時、強風注意報発表中であった。 

事故の経過 Ａ船は、船長Ａほか１８人（全員、ミャンマー連邦共和国籍）が乗

り組み、京浜港横浜区Ｙ１錨地に錨泊中、Ａ船の左舷船首部とＢ船の

右舷中央部とが衝突した。 

Ｂ船は、船長Ｂほか１７人（全員、中華人民共和国籍）が乗り組

み、錨泊中のＡ船の北西方約４３０ｍにおいて投錨作業中、強風に圧

流され、Ａ船に衝突した。 

分析  

 

Ａ船は、強風注意報が発表されている状況下、錨泊中、Ｂ船と衝突

した。 

Ｂ船は、強風注意報が発表されている状況下、船長Ｂが、Ａ船の風

上至近で投錨作業を行ったことから、風力５の風に圧流され、Ａ船に

衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、強風注意報が発表されている状況下、船長ＢがＡ

船の風上至近で投錨作業を行ったため、風力５の風に圧流され、Ｂ船

がＡ船に衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え



 

られる。 

 ・船長は、錨泊する際、風向、風力及び他船との船間距離に十分注

意すること。 

 


